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対
応
出
来
な
い
か
。

総
務
部
長　

総
務
省
消
防
庁
が
取

組
ん
で
い
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
、
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー
ト
の
整

備
を
検
討
し
て
い
る
。
導
入
時
期

と
し
て
、
平
成
20
年
に
豊
野
地
区

の
防
災
無
線
の
整
備
を
予
定
し
て

お
り
、
そ
れ
に
併
せ
て
検
討
す
る
。

自
治
体
財
政
健
全
化
法
に

つ
い
て

問　

平
成
20
年
度
よ
り
自
治
体

財
政
健
全
化
法
が
施
行
さ
れ
る
が
、

宇
城
市
と
し
て
法
律
に
ど
う
取
組

む
か
。

総
務
部
長　

平
成
20
年
決
算
か
ら
、

地
方
公
共
団
体
は
毎
年
度
４
つ
の

健
全
化
判
断
比
率
を
、
監
査
委
員

の
監
査
に
付
し
た
上
で
議
会
に
報

告
し
公
表
す
る
こ
と
を
義
務
付
け

ら
れ
る
。
そ
の
判
断
比
率
は
次
の

と
お
り
。
実
質
赤
字
比
率
、
連
結

実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比

率
、
将
来
負
担
比
率
、
こ
の
４
つ

の
比
率
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
基
準

以
上
に
な
る
と
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
、

レ
ッ
ド
カ
ー
ド
に
区
分
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
財
政
健
全
化
計
画
、
財
政

再
生
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
基
準
の
数
値
は
ま
だ

総
務
省
よ
り
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。

本
市
が
最
も
対
策
を
講
じ
る
の
は

実
質
公
債
費
比
率
だ
と
考
え
て
お

り
、
18
％
で
堅
持
し
た
い
。
20
年

度
予
算
に
つ
い
て
は
財
政
指
標
を

充
分
考
慮
し
な
が
ら
編
成
し
た
い
。

石
川　
洋
一　
議
員

行
政
改
革
に
つ
い
て

問　

三
位
一
体
改
革
で
公
立
保
育

所
運
営
費
の
一
般
財
源
化
が
さ
れ

て
い
る
が
、
市
財
政
へ
の
影
響
は
。

健
康
福
祉
部
長　

一
般
財
源
化
さ

れ
る
前
と
比
較
す
る
と
、
年
７
５

０
０
万
円
減
額
し
、
そ
の
分
は
市

の
負
担
増
と
な
っ
て
い
る
。

問　

公
立
保
育
所
の
民
営
化
に
つ

い
て
の
進
め
方
は
。

市
長　

出
生
数
の
偏
在
化
は
、
今

後
の
保
育
所
運
営
に
支
障
を
き
た

す
。
今
後
は
、
平
成
22
年
度
を
目

標
に
保
育
所
の
配
置
、
民
営
化
等

の
検
討
を
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

問　

旧
５
町
の
出
生
数
及
び
定
員

状
況
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

出
生
数
は
三
角

47
人
、
不
知
火
70
人
、
松
橋
２
４

８
人
、
小
川
１
１
０
人
、
豊
野
35

人
。
定
員
は
三
角
１
３
２
人
の
定

員
不
足
、
松
橋
58
人
の
定
員
超
過

で
あ
り
、
他
は
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
。

環
境
保
全
に
つ
い
て

問　

廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設
計

画
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
が
、
今

後
の
対
応
は
ど
う
か
。

市
長　

許
認
可
者
で
あ
る
知
事
及

び
県
議
会
へ
反
対
の
申
し
出
を

行
っ
た
。
今
後
も
、
建
設
阻
止
に

向
け
た
運
動
を
展
開
す
る
。

問　

千
葉
県
旭
市
の
住
民
が
知
事

に
設
置
許
可
の
取
消
し
を
求
め

た
行
政
訴
訟
を
起
こ
し
、
千
葉
地

裁
は
、
住
民
勝
訴
の
判
決
を
下
し

て
い
る
。
業
者
は
財
政
面
か
ら
処

分
場
の
維
持
管
理
が
困
難
で
、
住

民
の
生
命
身
体
に
重
大
な
被
害
を

与
え
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
、
ず
さ

ん
な
行
政
手
続
を
非
難
し
て
い
る
。

松
橋
六
地
蔵
地
域
の
環
境
被
害
の

よ
う
な
轍
を
踏
む
わ
け
に
は
い
か

な
い
が
。

市
長　

市
民
の
立
場
を
尊
重
し
、

不
退
転
の
決
意
で
反
対
し
て
い
く
。

地
域
活
性
化
に
つ
い
て

問　

島
原
熊
本
間
は
、
オ
ー
シ
ャ

ン
ア
ロ
ー
と
九
州
商
船
で
３
隻
の

フ
ェ
リ
ー
に
よ
り
34
便
が
運
航
さ

れ
て
い
る
。
比
較
的
空
い
て
い
る

時
間
帯
に
三
角
港
へ
運
航
で
き
な

い
か
、
補
助
も
含
め
た
提
案
を
し

た
い
。

問　

地
域
高
規
格
道
路
整
備
区
間

昇
格
に
向
け
て
の
対
応
は
。

企
画
部
長　

熊
本
宇
土
間
は
平
成

９
年
度
に
事
業
化
さ
れ
た
が
、
地

盤
の
問
題
で
時
間
を
要
し
て
い
る
。

問　

松
橋
イ
ン
タ
ー
か
ら
三
角
ま

で
の
間
を
九
州
縦
貫
道
支
線
と
し

て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
。

市
長　

20
年
、
30
年
後
の
宇
城
市

を
考
え
る
と
、
そ
れ
が
天
草
の
発

展
に
も
繋
が
っ
て
い
く
と
思
う
。

問　

法
定
協
議
会
及
び
特
別
委
員

会
で
決
定
し
、
当
初
予
算
で
承
認

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
建
設

に
関
す
る
議
会
議
決
に
反
し
進
め

ら
れ
て
い
る
。
条
例
に
反
し
、
議

会
議
決
を
軽
視
し
た
も
の
で
あ
る
。

市
長　

今
の
時
期
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
を
造
る
よ
り
、
市
民

セ
ン
タ
ー
を
大
改
修
し
使
え
る
も

の
は
使
っ
て
い
く
。
最
小
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
上
げ
て
い
く
提

案
を
し
て
い
る
。

椎
野　
和
代　
議
員

農
業
所
得
の
向
上
に

つ
い
て

問　

東
京
都
中
央
卸
売
市
場
で
の

宇
城
市
の
農
産
物
の
評
価
が
、
栃

木
、
茨
城
産
に
比
べ
て
、
品
質
や

鮮
度
が
落
ち
て
い
る
。
デ
コ
ポ
ン

は
愛
媛
産
の
取
扱
量
が
増
え
て
き

て
い
る
。
宇
城
の
農
産
物
は
、
価

格
も
下
が
っ
て
き
て
い
る
。
販
売

高
の
向
上
、
収
量
増
を
図
る
た
め

の
対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

経
済
部
長　

同
じ
ほ
場
で
、
長
期

間
栽
培
し
て
い
る
た
め
、
土
壌
診

断
を
行
い
、
栽
培
品
目
に
適
し
た
、

土
づ
く
り
を
常
に
心
が
け
る
こ

と
。
台
風
災
害
に
強
い
農
業
施
設

の
整
備
を
図
り
、
安
定
生
産
に
努

め
る
必
要
が
あ
る
。
農
協
の
指
導

方
針
や
農
家
一
人
一
人
が
、
今
一

度
、
土
づ
く
り
や
栽
培
技
術
を
磨

運航再開が望まれる三角島原航路

き
、
高
品
質
な
農
産
物
の
生
産
に

努
め
、
生
産
部
会
が
一
丸
と
な
っ

て
、
産
地
向
上
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
農
産
加
工
は
、
農
業
収
入
を

増
や
す
た
め
重
要
で
あ
る
。
農
産

物
の
付
加
価
値
を
つ
け
、
加
工
事

業
を
実
施
す
る
地
域
再
生
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
活
動
も
始
ま
っ
た
。
宇

城
市
独
自
の
加
工
商
品
の
開
発
に

取
組
み
、
地
産
地
消
で
農
業
振
興

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

住
民
と
行
政
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

問　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
形
成
こ
そ
が
、
職
員
と
市
民

の
信
頼
関
係
を
深
め
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

総
務
部
長　

職
員
の
意
識
改
革
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
新

た
な
行
政
課
題
や
社
会
変
化
に
対

応
で
き
る
人
材
の
育
成
が
必
要
に

な
る
。
職
員
一
人
一
人
が
そ
の
責

任
と
使
命
を
自
覚
し
、
新
し
い
目

標
や
課
題
に
対
し
て
、
自
ら
学
ぶ

と
い
う
自
己
研
鑽
意
識
及
び
自
ら

目
標
を
達
成
す
る
、
目
標
意
識
の

高
揚
を
図
る
と
共
に
、
市
民
ニ
ー

ズ
に
対
す
る
感
覚
と
環
境
の
変

化
に
対
応
に
で
き
る
よ
う
、
職
場

内
研
修
や
国
、
県
へ
の
派
遣
研
修

を
実
施
し
て
い
る
。
職
員
の
資
質

向
上
の
徹
底
を
図
る
こ
と
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
形
成

が
で
き
、
市
民
と
の
信
頼
関
係
を

築
く
こ
と
が
で
き
る
。

男
女
共
同
参
画
の
現
状
に

つ
い
て

問　

職
員
の
男
女
共
同
参
画
に
対

す
る
研
修
の
取
組
み
と
市
組
織
に

お
け
る
女
性
の
登
用
率
は
。

市
長　

全
職
員
を
対
象
に
、
毎
年
、

講
師
を
招
い
て
研
修
会
を
開
催
し

て
い
る
。
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

　

市
組
織
の
審
議
会
、
委
員
会
の

現
時
点
で
の
女
性
登
用
率
は
24
・

２
％
で
あ
る
。
今
後
、
目
標
の

30
％
を
超
え
る
よ
う
取
組
ん
で
い

く
。
11
月
21
日
に
は
男
女
共
同
参

画
宣
言
都
市
記
念
大
会
を
予
定
し

て
お
り
、
さ
ら
に
啓
発
活
動
を
す

す
め
る
。

問　

懲
罰
委
員
会
に
は
女
性
が

入
っ
て
い
な
い
。
女
性
の
枠
を
設

け
て
欲
し
い
と
要
望
す
る
。

市
長　

わ
か
り
ま
し
た
。

西
村　
　
智　
議
員

松
橋
小
学
校
の

教
室
不
足
に
つ
い
て

問　

松
橋
小
学
校
は
１
学
年
２
ク

ラ
ス
体
制
で
の
教
室
が
で
き
て
い

る
。
今
で
は
４
年
生
だ
け
が
２
ク

ラ
ス
で
、
あ
と
は
１
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
全
て
３
ク
ラ
ス
で
あ
る
。

簡
単
に
考
え
た
だ
け
で
も
５
ク
ラ

ス
は
足
り
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

そ
の
中
で
も
、
５
年
１
組
の
教
室

で
は
多
目
的
教
室
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

を
間
仕
切
り
し
て
あ
る
た
め
、
風

通
し
も
悪
く
蒸
し
蒸
し
状
態
。
吹

き
抜
け
に
な
っ
て
い
る
の
で
２
階

か
ら
丸
見
え
。
ま
た
、
４
年
１
組

の
教
室
は
渡
り
廊
下
に
壁
が
な
い

た
め
に
、
横
雨
が
降
る
時
は
、
子

供
達
は
濡
れ
な
が
ら
出
入
り
を
し

て
い
る
な
ど
こ
の
よ
う
な
状
況
で

あ
る
。
教
室
不
足
を
ど
う
対
処
さ

れ
る
か
。

教
育
部
長　

松
橋
小
学
校
は
近
年

児
童
数
が
増
加
し
、
本
年
度
は
児

童
数
が
５
１
６
人
、
学
級
数
19
、

平
成
18
年
度
よ
り
児
童
数
で
34
人
、

学
級
数
で
２
学
級
増
加
し
て
お
り
、

今
後
も
児
童
数
は
増
加
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
今
後
は
地
域
と
も
十

分
協
議
を
し
な
が
ら
平
成
20
年
度

建
設
に
向
け
て
取
り
組
む
。

大
野
川
・
湊
川
の
強
制
排

水
と
導
水
路
の
整
備
に
つ

い
て

問　

７
月
６
日
早
朝
の
大
雨
に
は

驚
か
さ
れ
た
。
松
橋
に
お
い
て
は

床
上
浸
水
４
戸
、
床
下
浸
水
８
戸

の
被
害
が
出
て
お
り
、
今
、
宇
城

市
の
中
で
一
番
危
険
な
と
こ
ろ
で

は
な
い
か
と
思
う
。
そ
こ
で
松
橋

地
区
の
総
合
的
な
導
水
路
、
排
水

路
を
含
ん
だ
排
水
対
策
及
び
湊
川

だ
け
で
な
く
大
野
川
へ
の
強
制
排

水
の
設
置
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど

う
か
。

土
木
部
長　

市
中
心
部
の
排
水
対

策
に
つ
い
て
は
今
月
中
旬
に
市
独

自
の
対
策
会
議
を
立
ち
上
げ
る
べ

く
準
備
を
現
在
進
め
て
い
る
。
今

後
の
対
応
と
し
て
、
危
機
管
理
課

と
も
連
携
し
、
対
策
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
さ
ら
に
専
門
家
に
委

託
し
、
現
状
の
分
析
と
抜
本
的
な

排
水
対
策
の
検
討
を
行
う
。

豊
川
地
区
の

農
地
の
排
水
に
つ
い
て

問　

豊
川
地
区
の
用
水
、
排
水
対

策
の
今
後
の
取
組
み
は
。

経
済
部
長　

集
中
豪
雨
に
よ
る
ハ

ウ
ス
の
冠
水
被
害
は
大
き
い
も
の

と
考
え
て
お
り
、
排
水
機
場
及
び

導
水
路
を
整
備
し
、
農
作
物
や
施

設
園
芸
等
の
導
入
が
で
き
る
排
水

能
力
を
持
つ
排
水
対
策
特
別
事
業

の
取
組
み
が
考
え
ら
れ
、
解
決
に

向
け
て
引
続
き
努
力
し
て
い
く
。
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早急な教室不足解消が期待される
松橋小学校
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